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桜
の
花
び
ら
が
舞
い
、
新
し
い
年
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
４
月
。
令
和
４
年
第

２
回
東
温
市
議
会
定
例
会
で
は
、
加
藤

市
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
、
市
政
運
営

に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
月
は
令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
施

策
や
予
算
を
お
伝
え
し
ま
す
。
先
行
き

不
透
明
な
時
代
の
中
、
刻
々
と
変
化
す

る
地
域
課
題
に
求
め
ら
れ
る
施
策
と
は
。

加藤市長 施政方針

　新型コロナウイルス感染症は、依然予

断を許さない状況が続いています。医療

従事者の皆様をはじめ、関係する全ての

皆様に深い敬意とともに、心からお礼申

し上げます。
　市民の皆様には日常生活での感染回避

行動の徹底のご理解、ご協力に深く感謝

いたします。引き続き、新型コロナウイ

ルス感染症と向き合いながら、市民の皆

様の安全・安心の確保と、地域経済活動

の推進に取り組んでまいります。

　令和２年 11 月７日から、私にとって第

２期目の市政のかじ取り役を担わせてい

ただいておりますが、本年は、折り返し

地点となる２年目となります。

　本年度も、新型コロナウイルス感染症

への対応など市民の皆様の命と健康を守

ります。また人口減少や少子高齢化等の

課題にできる限りスピード感をもって取

り組めるよう、ＳＤＧｓやＤＸ、「新しい

生活様式」等に対応した市政運営を推進

していきます。
　市民の皆様とともに「温

あった
か笑顔の東温

市」の実現に向けて全力前進してまいり

ます。

( 市議会定例会での施政方針より）

み
ん
な
で
つ
く
る

み
ん
な
で
つ
く
る

東
温
の
未
来

東
温
の
未
来

令
和

４
年
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特集　みんなでつくる東温の未来

市
民
の
声
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り

　
「
住
み
よ
い
、
暮
ら
し
や
す

い
東
温
市
」
に
「
住
み
続
け
た

い
」
と
い
う
思
い
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
声
が

大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
市

民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
声
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
機
会

で
す
。
近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
開
催
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感

染
対
策
を
講
じ
た
上
で
２
年

間
で
３
団
体
の
皆
様
と
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
新
た
な
開
催

方
法
も
検
討
し
、
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
再
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
東
温
市
総
合
計
画
」

を
は
じ
め
、
各
種
計
画
の
策
定

時
に
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
大
変
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
の
皆

様
の
声
を
、
市
政
運
営
に
反
映

し
、
市
民
の
声
が
届
く
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

健
康
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
克
服
は
、
避
け
て
通
れ
な

い
喫
緊
の
課
題
で
す
。
市
民
の

皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
感
染
回
避
行
動
の
徹
底

と
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
確

保
し
、
迅
速
か
つ
確
実
に
接
種

が
行
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
、
東
温
市

医
師
会
・
同
歯
科
医
師
会
、
愛

媛
大
学
医
学
部
及
び
愛
媛
医

療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
に
よ

る
、
健
康
づ
く
り
講
座
や
健
康

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
市
内
中
小
零
細
企
業
と

の
連
携
事
業
「
と
う
お
ん
健
康

医
療
創
生
事
業
」
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
「
愛
媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン

タ
ー
中
予
東
温
」
を
拠
点
と
し

て
健
康
・
医
療
分
野
を
中
心
に

市
内
中
小
零
細
企
業
と
連
携
し

た
施
策
を
展
開
し
、
市
内
企
業

の
発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
様
々
な
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
「
健
康
日
本
一

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

災
害
に
強
い
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り

　
昨
年
７
月
に
は
、
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
熱
海
で
大
規
模
な
土

石
流
の
発
生
、
８
月
に
は
佐
賀

県
で
大
規
模
な
水
害
が
起
こ
る

な
ど
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
自

然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
広

域
化
・
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
南
海
ト
ラ

フ
」
を
震
源
域
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
の
地

震
が
高
い
確
率
で
起
こ
る
と
予

想
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模
災
害

等
の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

大
規
模
災
害
等
に
対
応
す

る
、
し
な
や
か
で
強
靱
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
東

温
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に

基
づ
き
、
大
規
模
災
害
時
に
備

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
の
実
施
、

福
祉
避
難
所
の
整
備
、
備
蓄
物

　
２
月
25
日
、
令
和
４
年
第
２
回
東
温
市
議
会
定
例
会
が
市
役
所
５
階
議
場
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
加
藤
市
長
が
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
施
政
方
針
を
お
伝
え
し
ま
す
。

５
つ
の
柱
を
基
盤
に
ま
ち
づ
く
り

資
や
防
災
資
機
材
の
拡
充
な
ど

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
市
内
に
あ
る
中
核
医
療

施
設
の
「
医
療
活
動
の
支
援
」、

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地
及
び

愛
媛
県
警
察
本
部
機
動
隊
に
よ

る
「
災
害
発
生
時
の
救
急
活
動

支
援
」
等
が
迅
速
に
行
え
る
よ

う
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
及
び
周
辺
道
路
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

持
続
可
能
な
子
育
て
支
援
や
、

障
が
い
者
福
祉
・
高
齢
者
福
祉

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
等
を
対

象
に
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や

悩
み
に
寄
り
添
い
相
談
支
援
を

行
う
た
め
、「
子
育
て
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や

保
育
所
等
に
お
け
る
保
育
環
境

の
整
備
・
向
上
に
、
引
き
続
き

取
り
組
み
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を

背
景
に
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る

中
、
本
市
の
社
会
保
障
給
付

費
は
依
然
と
し
て
増
大
し
、
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結

す
る
施
策
に
継
続
し
て
取
り
組

み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

ま
た
、
障
害
の
有
無
や
性
別
に

関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

環
境
政
策
の
推
進
に
よ
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り

　
国
は
、
気
候
変
動
対
策
と
し

て
脱
・
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
実
施
計
画

「
と
う
お
ん
ス
マ
ー
ト
エ
コ
タ

ウ
ン
計
画
」
推
進
の
効
果
検
証

を
行
う
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
現
況
把
握
な
ど
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
見
直

し
等
を
検
討
し
、
市
民
、
事
業

者
の
皆
様
と
と
も
に
、
よ
り
効

果
的
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
操
炉
稼
働
終
了
に
伴

い
、
４
月
以
降
に
本
市
か
ら
排

出
さ
れ
る
「
燃
や
す
ご
み
」
は
、

松
山
市
に
搬
入
し
、
焼
却
処
分

さ
れ
ま
す
。
改
め
て
市
民
の
皆

様
へ
の
十
分
な
周
知
を
行
い
、

引
き
続
き
ご
み
の
適
正
な
分
別

収
集
と
不
法
投
棄
へ
の
対
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
環
境
施
策
の
推
進
は
、
重
信

川
の
恩
恵
を
受
け
る
３
市
２
町

の
、
流
域
の
最
上
流
を
預
る
東

温
市
と
し
て
、
重
要
な
施
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

「
美
し
い
東
温
市
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
、
欠
か
せ
な
い
取
り
組

み
で
す
。

　

以
上
の
５
つ
の
柱
に
加
え
、

農
業
の
担
い
手
育
成
支
援
や
、

森
林
経
営
管
理
事
業
等
の
農
林

振
興
、
さ
く
ら
の
湯
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
商
工
観

光
の
振
興
、
教
育
文
化
芸
術
の

振
興
な
ど
各
種
施
策
に
も
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

重信川河川敷の桜並木

河之内地区のホタル。６月上旬に表川で見られる

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

ま
ち
が
一
体
と
な
っ
て
守
る
命
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協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
健
康
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
母

子
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
「
産

婦
健
康
診
査
事
業
」
や
、
子
宮

頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
積
極
的
な

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種

機
会
を
逃
し
た
人
を
対
象
に
し

た
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

引
き
続
き
円
滑
に
行
え
る
よ
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
確
保
事
業
」
な
ど

に
よ
り
、
生
涯
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３（
全

国
健
康
福
祉
祭
）」
の
準
備
に

向
け
た
事
業
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
を
中
心
と
す
る
市
民
の
健

康
増
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
３
歳
以
上
の
幼
児
を
対
象
と

す
る
幼
稚
園
の
機
能
に
、
保
育

所
の
機
能
を
追
加
し
、
保
育
と

幼
児
教
育
を
一
体
的
に
行
う
施

設
と
し
て
、
既
存
の
「
北
吉
井

幼
稚
園
」
を
新
た
に
「
認
定
こ

ど
も
園
北
吉
井
幼
稚
園
」
と
し

て
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
南
吉

井
第
二
保
育
所
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
な
ど
、
子
育
て
を
支
援
す

る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。

　
特
定
健
康
診
査
・
保
健
指
導

事
業
で
は
、「
受
診
行
動
適
正

化
事
業
」
に
よ
り
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
社
会
基
盤
の
ま

ち
づ
く
り

　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
整
備
事
業
で
は
、
令
和
５
年

度
末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

整
備
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
道
路
網
の
整
備
に
も

努
め
ま
す
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
市

道
の
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
事
業

や
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
通

行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
路

面
標
示
工
事
、「
見
奈
良
東
地

区
地
区
計
画
道
路
整
備
」、
市

内
の
公
園
利
用
者
等
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
和
式
か

ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
な
ど

を
進
め
ま
す
。

　
水
道
事
業
で
は
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
、

改
築
・
耐
震
化
を
、
下
水
道
事

業
で
は
計
画
区
域
の
概
成
に
向

け
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
消
防
体
制
と
防
災
・
減
災
対

策
で
は
、
消
防
団
施
設
整
備
、

消
防
団
車
両
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
か
ら
一
部
工

事
に
着
手
す
る
「
松
山
圏
域
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
共
同

運
用
を
目
指
し
、
事
業
を
進
め

ま
す
。

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
操
炉
稼
働
の
終
了
に

よ
り
、
解
体
撤
去
に
向
け
て
令

和
４
年
度
か
ら
計
画
的
に
事
業

を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は

補
助
内
容
の
拡
充
を
図
り
、
汚

水
処
理
人
口
普
及
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

創
造
性
と
活
力
に
満
ち
た
元
気

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
内
全
て
の
中
小
零
細
企
業

が
抱
え
る
課
題
等
を
把
握
す
る

た
め
、「
東
温
市
中
小
零
細
企

業
現
状
把
握
調
査
」を
実
施
し
、

市
内
の
中
小
零
細
企
業
の
振
興

に
繋
げ
ま
す
。

　

愛
媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン

タ
ー
事
業
で
は
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
「
愛
媛
大

学
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
中
予
東

温
」
を
開
設
し
、
地
域
課
題
の

解
決
や
地
域
活
性
化
に
努
め
ま

す
。

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
資
金
利
子
補
給
」

や
市
内
中
小
零
細
企
業
向
け
の

「
中
小
零
細
企
業
ま
る
ご
と
応

援
事
業
」
に
よ
り
引
き
続
き
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
田
窪
第
２
工
業
団
地
」
は
、

整
備
に
向
け
た
用
地
確
保
や
工

事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、「
吉

久
工
業
団
地
」
に
つ
い
て
も
、

測
量
設
計
を
実
施
す
る
な
ど
、

企
業
立
地
の
促
進
に
よ
る
雇
用

の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う
文
化
創
造

の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業
で

は
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

で
導
入
し
た
児
童
・
生
徒
１
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
及
び

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有

効
に
活
用
し
、
児
童
・
生
徒
の

情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
り

ま
す
。

　
学
校
施
設
大
規
模
改
修
事
業

で
は
、
北
吉
井
小
学
校
の
屋
内

運
動
場
照
明
設
備
改
修
工
事
及

び
駐
車
場
舗
装
工
事
、
川
上
小

学
校
屋
内
運
動
場
照
明
設
備
改

修
工
事
、
重
信
中
学
校
雨
水
排

水
設
備
整
備
工
事
な
ど
、
引
き

続
き
計
画
的
に
教
育
環
境
の
整

備
・
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
で
は
、
令

和
４
年
度
か
ら
「
ア
レ
ル
ギ
ー

食
対
応
事
業
」
を
実
施
し
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
卵
や
乳
製
品
、

種
実
類
を
除
去
し
た
給
食
の
提

供
を
行
い
、
順
次
、
除
去
品
目

の
拡
大
や
代
替
食
の
提
供
に
よ

り
、
学
校
給
食
の
充
実
と
食
育

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
協
働
・
自
立

の
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

か
ら
、
県
と
20
市
町
の
連
携
に

よ
る
「
愛
媛
県
・
市
町
Ｄ
Ｘ
推

進
会
議
協
働
事
業
」
と
し
て
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
市
町
間
で
シ
ェ
ア
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
と
、
民
間
事

業
者
と
の
協
働
に
よ
る
「
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、「
東
温

市
デ
ジ
タ
ル
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
環

境
の
整
備
や
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
を

活
用
し
た
専
門
人
材
の
設
置
、

体
制
整
備
及
び
人
材
育
成
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
情
報
収
集

も
行
い
、
着
実
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
業
務
の
効
率
化
と
市

民
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携

推
進
事
業
」
で
は
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
拡
充
を
図
り
、
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
促
進
の
取
り
組
み
を

行
い
、
そ
の
取
得
率
向
上
に
も

努
め
ま
す
。

　
東
温
市
に
お
い
て
も
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
及
び
社
会

経
済
情
勢
の
影
響
で
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を
見
据
え
、

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
の
確
保
と
、
地
域
経

済
活
性
化
の
両
立
に
取
り
組

み
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
合
言
葉

に
あ
る
よ
う
に
「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、「
温あ
っ
たか
笑

顔
の
東
温
市
」
の
実
現
に
向
け

て
全
力
前
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
第
２
次
東
温
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る
政
策
目
標
に
沿
っ
て
、
新
た
な
取
り
組

み
な
ど
、
そ
の
概
要
お
伝
え
し
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
目
指
す

東
温
市
の
こ
れ
か
ら

66広報とうおん　2022.4広報とうおん　2022.4

新
た
な
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て

夕焼けと麦の穂。春や秋に各地で見られる

白猪の滝の氷瀑は数年に一度見られる

特集　みんなでつくる東温の未来
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歳
入
は
自
主
財
源
が
36
．4
％

　
歳
入（
図
１
）に
つ
い
て
、
自
主
財
源
が

36
．４
％
、依
存
財
源
が
63
．６
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
全

歳
入
の
25
．
０
％
を
占
め
、
39
億
５
，

４
０
４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依

存
財
源
は
地
方
交
付
税
が
全
歳
入
の
29
．

２
％
と
な
る
46
億
円
、市
債
は
4
．
４
％

の
6
億
９
，
４
８
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　
歳
出
は
今
年
度
も
多
額
に

　
歳
出
を
目
的
別
（
図
２
）
に
見
る
と
、

保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
増
加

に
伴
い
、
保
育
施
設
へ
の
施
設
給
付
費

が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
民
生
費

が
前
年
度
か
ら
1
億
３
，
１
０
２
万
円

（
２
．
１
％
）
増
と
な
り
、
全
体
の
39
．

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
見
奈
良
大
橋

の
補
修
工
事
な
ど
道
路
橋
梁
の
長
寿
命

化
事
業
等
か
ら
、
土
木
費
が
1
億
３
，

２
４
６
万
円（
8
．
４
％
）増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
性
質
別
（
図
３
）に
見
る
と
、
北
吉
井

小
学
校
の
増
改
築
工
事
の
完
了
な
ど
に

よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度
か

ら
2
億
８
，
１
５
９
万
円
（
18
．
２
％
）

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ク

 まちの 予 算
　令和４年度一般会計当初予算は、スマートインターチェン
ジの整備や新型コロナウイルスワクチン接種の実施などから、
東温市発足後２番目に大きい予算規模の157億5,500万円（対
前年度比 0.2％減）となりました。
　特別会計は、工業団地の整備を行うため吉久工業団地特
別会計を新設するなど、総額 94 億 1,540 万円となっています。
　企業会計は、水道事業会計と下水道事業会計を合わせて
36 億 1,760 万円です。

本年度 前年度比
一般会計 157 億 5,500 万円 △ 0.2%

特
別
会
計

国民健康保険 37 億 4,890 万円 △ 0.9%
後期高齢者医療 5 億 600 万円 9.3%
介護保険 42 億 3,210 万円 0.8%
田窪第２工業団地 8 億 3,070 万円 970.5%
吉久工業団地 9,770 万円 ー

小計 94 億 1,540 万円 10.5%

公
営
企
業

会
計

水道事業会計 15 億 8,170 万円 △ 2.0%
下水道事業会計 20 億 3,590 万円 0.3%

小計 36 億 1,760 万円 △ 0.7%
合計 287 億 8,800 万円 3.0%

※　吉久工業団地は新設のため前年度比の記載なし。

用語解説
◇一般会計…高齢者福祉や児童福祉、保健衛生、道
路整備、ごみ処理、学校教育、消防などに使うお
金をまとめたもの

◇特別会計…一般会計と切り離して特定の事業ごとに
経理する予算。保険税や保険料など特定の収入で
事業を実施する

◇自主財源…市税や使用料など、市が自主的に収入
する財源

◇依存財源…国や県の基準に基づき交付される財源。
主に地方交付税や市債、国県支出金がある

◇地方交付税…全国どの市町村に住んでも一定水準
の行政サービスが受けられるよう国から交付される

◇市債…市が国や金融機関などから借り入れる資金
◇公債費…市債を返済するための経費
◇総務費…財産管理、戸籍、選挙事務、地域振興などに
要する経費

◇土木費…道路や公園などの整備、維持管理に要す
る経費

一般会計　157億 5,500 万円

特別会計　　　　　94 億 1,540 万円
公営企業会計　　　36 億 1,760 万円

令和４年度

その他
3 億 8,514 万円
（2.5％）

消防費
6 億 1,694 万円
（3.9％）農林水産業費

6 億 3,193 万円
（4.0％）

総務費
13 億 8,634 万円
（8.8％）

教育費
14 億 3,365 万円
（9.1％）

衛生費
16 億 3,555 万円
（10.4％）

土木費
17 億 415 万円
（10.8％）

公債費
17 億 3,108 万円
（11.0％）

民生費
62 億 3,022 万円
（39.5％）

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
操
炉
終
了
に
伴

い
、
松
山
市
に
燃
や
す
ご
み
の
処
分
を

委
託
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
物
件
費
が

2
億
７
７
０
万
円（
8
．
６
％
）増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
増
・
企
業
会
計
は
減

　

特
別
会
計
は
、
前
年
度
と
比
べ

８
億
９
，
２
５
０
万
円
（
10
．
５
％
）
増

と
な
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
医
療

は
、
保
険
料
の
変
更
に
伴
う
広
域
連
合

へ
の
納
付
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
４
，

３
０
０
万
円(

９
．
３
％
）
増
、
介
護
保

険
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、３
，４
３
０
万
円（
０
．
８
％
）

増
、
田
窪
第
２
工
業
団
地
は
、
造
成
に

向
け
て
用
地
取
得
や
物
件
移
転
補
償
な

ど
を
進
め
る
た
め
、
7
億
５
，
３
１
０
万

円（
9
７
０
．５
％
）増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
保
険
給
付
費
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
３
，
５
６
０
万
円（
0
．

９
％
）減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
前
年
度
と
比
べ
2
，

５
８
０
万
円（
0
．
７
％
）減
と
な
り
ま
し

た
。
水
道
事
業
は
、
水
道
管
移
設
費
の

減
少
な
ど
、3
，２
９
０
万
円（
2
．
0
％
）

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
、

上
林
・
拝
志
処
理
区
の
統
合
に
よ
る
除

却
費
な
ど
、
７
１
０
万
円（
０
．
３
％
）増

と
な
り
ま
し
た
。

当初予算の主な取り組み 単位：万円
＜みんなが元気になる健康福祉のまちづくり＞
新 産婦健康診査費用の助成 １２2
新 HPV ワクチンのキャッチアップ接種 １，２７7
継 新型コロナウイルスワクチンの接種 １億３，８６３
新 ねんりんピック開催事業 １９7
新 認定こども園の運営 １, ９４3
＜安全で快適な社会基盤のまちづくり＞
継 スマートインターチェンジの整備 ３億９，６６１
継 市道前川堤防線の整備 ６，４００
新 公園トイレの洋式化 １，６００
継 燃やすごみの収集処理 ２億９，９４５
新 松山圏域消防指令センターの整備 ４，４８８
＜創造性と活力に満ちた元気産業のまちづくり＞
継 森林経営管理事業 ４，０００
新 中小零細企業現状把握調査 ７７４
新 愛媛大学との地域協働連携事業 ２００
継 中小零細企業まるごと応援事業 ６００
継 工業団地の整備 ９億 2,８４０
＜心豊かに学びあう文化創造のまちづくり＞
新 学校給食におけるアレルギー食対応事業 ７３９
継 小学校・中学校施設の大規模改修 １億３，３２７
継 学校の ICT 整備 １億３，２９２
新 小学校社会科副読本の製作 １３４
継 適応指導教室の運営 ６８０
＜みんなでつくる協働・自立のまちづくり＞
継 学校・家庭・地域連携による協働活動 ４５９
継 タウンミーティングの開催 ９３
継 アートヴィレッジとうおん構想の推進 １，４００
新 DX・デジタル化の推進 ５３９
新 行政手続きオンライン化の推進 １，８４３

令和４年度まちの予算

※

図１　歳入図２　歳出（目的別）図３　歳出（性質別）

新…新規事業　継…継続事業
（前年度当初予算との比較）

その他
3 億 2,725 万円
（2.1％）

市債
6 億 9,480 万円
（4.4％）地方消費税交付金

8 億 1,300 万円
（5.2％）

県支出金
12 億 921 万円
（7.7％）

国庫支出金
23 億 6,956 万円
（15.0％）

地方交付税
46 億円
（29.2％）

使用料・繰入金等
17 億 8,714 万円
（11.4％）

市税
39 億 5,404 万円
（25.0％）

依存財源
100 億 1,382 万円
（63.6％）

自主財源
57 億 4,118 万円
（36.4％）

その他
5 億 7,137 万円
（3.6％）

繰出金
11 億 5,716 万円
（7.3％）

投資的経費
12 億 7,396 万円
（8.1％）

公債費
17 億 3,107 万円
（11.0％）

補助費等
21 億 362 万円
（13.3％） 物件費

26 億 2,506 万円
（16.7％）

扶助費
28 億 247 万円
（17.8％）

人件費
34 億 9,029 万円
（22.2％）


